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カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト 実施報告書 

 
報告日 平成29年2月10日 

 

主管学校名 高知大学教育学部附属幼稚園 

ＰＴＡ会長名 山本 乃夫 

                

実施概要 

主管校 高知大学教育学部附属幼稚園 

交流校 同 附属中学校、附属小学校、附属特別支援学校 

実施活動名 第２８回附属まつり 
実施日時 平成２８年１２月１０日 
実施場所 高知大学教育学部附属幼稚園・中学校講堂 
実施目的 ４附属校園の保護者、園児児童生徒、教職員が参加・協力して、一つのものを作り上げていくことで、互いの理解を深める。 

実施内容 各校園の児童及び保護者によるステージ発表、ゲームや模擬店、物品販売等 

実施方法 各校園の副校園長、担当教員、ＰＴＡ会長・実行委員等で実行委員会を組織し、企画・運営する。 

参加人数 約1,000人 

           

報告事項 

内容 

２部構成で実施している。 

第１部はオープニングステージで、各校園（合同も含む）の子どもたちによる歌・合唱・合奏・ダンス

やＰＴＡのコーラスなどが発表された。 

第２部は、①企画体験②展示③販売等にわかれて実施した。①は、各校園のＰＴＡが中心となり、ミニ

サスケ、ペットボトル輪投げ、バルーンアートをしたり、新聞を使ってエコバッグを製作したりした。

②は、子どもたちの作品、ＰＴＡによる作品等を展示し、互いに鑑賞しあった。③特別支援学校児童生

徒の生産品や作品、ＰＴＡの製作したもの等を販売した。また小学校中学校は、着ることができなくな

った制服を寄付してもらい、制服バザーも行った。高附連（高知大学教育学部附属幼小中特別支援学校

連合会）で、それぞれの校園の紹介パネルを展示したり、焼きそばの販売をしたりした。 

結果 

第１部のオープニングステージは、体育館がいっぱいになるほどの参加者で盛況であった。各校園が

それぞれに応じた発表を行い、憧れと理解が深まった。低年齢の子ども達にもなじみのある曲目が多か

ったため、ざわつきも少なく最後まで楽しむことができた。 

第２部の企画体験、展示、販売については、園児から高校生（特別支援高等部）までが、同一会場で

ゲームや体験活動、販売等をとおして関わり合うことができ親交が深まった。特に特別支援学校は同一

地区にないため、保護者も含めて一緒に活動できたことは有意義であったとの感想が多かった。それぞ

れの販売物もほぼ完売し、担当役員、実行委員も充実感を味わうことができた。 

所感 

冬の寒い時期ではあったが、子どもや保護者を含め約1,000人という多くの参会者を得ることができた

ことは、主幹園としてはうれしく感じた。このような附属校園の子どもや保護者の高まりが、大学内だ

けでなく地域の中に広がり、存在意義を高めることにつながればと願っている。高附連（４校園のＰＴ

Ａの連合会）での焼きそば販売には4校園から多くの協力があり、各校園の執行部を中心に親睦がさら

に深まった。 
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カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト参加感想 

  提出日 平成２９年２月１０日 

  学校名 高知大学教育学部附属幼稚園 
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氏名  
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・大きいステージ（中学校講堂）で歌を歌ってどきどきしました。 

・（ステージ発表で）知っている曲がいろいろあって、たのしかったです。 

・小学生と中学生のお姉ちゃんやおにいちゃんが一緒に「赤鼻のトナカイ」とかサンタの曲を演奏してくれ

てすごかったよ。 

・ミニサスケの最後におもちゃをもらえてうれしかったです。（幼稚園児） 

・特別支援学校の生徒さんが、エグザイルのむつかしいダンスをがんばって踊っていてすごいなと思った。 

・みんなで「265日の紙飛行機」を歌って楽しかった。（小学生） 
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カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト参加感想 

  提出日 平成２９年２月１０日 

  学校名 高知大学教育学部附属幼稚園 
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・幼小中の保護者が一緒になって歌って、ドキドキしたけれど楽しかった。 

・各校の出し物に工夫が見られて、大人も楽しめた。 

・４校園で交流できて、附属としての一体感を感じた。 

・制服バザーが好評でほぼ完売した。来年もぜひ続けたい。 

・バルーンアートの手伝いをしたが、自分で作って完成したときにとてもうれしそうでよかった。 

 

 

 

 

 



 


